



















峡を通過する分枝は Atlantic Water layerと呼ばれる深さ 300 m付近を占める高温水層を形成する。一方、バレンツ
海を通過する分枝はバレンツ海大陸棚上で強い海面冷却を受けた後に外洋域に流出し、Atlantic water layer の上部












ルの海氷激減が 100年に 1～2回の頻度で気候内部変動としても起こり得ることが示された。 
 
